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人材育成と競争の制御
一 京都花街と神戸スウィーツの事例一
西 尾 久 美 子
森 元 伸 枝
人材開発,人 材育成を行う主体は,企 業の側だけでな く,個 人の側が,仕 事上必
要な技能の向上を主体的に図る,専 門職 としてスキルを磨 き場合によっては転職す
ることも視野 にいれた技能形成を図るといった ことに注 目が集まっている。働 く個
人の主体的な取 り組 みにより技能が育成 されることは,技 術者 ・技能者の人材育成
を進め,事 業の活性化につながる。 しか し,組 織外に転出する可能性の高い人材を
育成することは,技 術の強みの外部への流出な ど競争の激化につながり,組 織 にと
ってはメ リットばか りがあるわけではない。本稿では,長 期的に継続 し活力を有 し
ている京都花街と神戸洋菓子の2事 例を取 り上げ,人 材育成とその結果生 じる事業
者間の競争が どのように制御されているかについて明らかにす る。中小企業者が集
積す る地域産業 において,新 人 に技能を育成することは,技 能の習熟後に開業する
だろうライバルを育てることである。育成する事業者にとっては競争が激化す るデ
メリッ トがあるが,一 方で新 しい事業者が産業に参入 し競争す ることは地域産業に
イノベーションを起 こし,環 境変化 に適合す るダイナ ミズムを生み出すことにもな
る。 しか し,過 度の競争は,地 域に集積する多 くの事業者の体力 までも奪い地域産
業の衰退につながることもある。本稿で取 り上げた二つの事例から,地 域産業 にお
いて技能の後継者や産業の新 しい担い手 として育成された人の独立を認めつつ,事
業者間の過度の競争 を制御 し,地 域産業の裾野の広 げることにつながる不文律が,
地域で共有される文化 として醸成されていることが見出された。
キーワー ド 地域産業の人材育成,競 争の制御,不 文律,
ルールを守 らせる文化の醸成
1は じ め に
終身雇用慣行 ・制度の揺 らぎや,企 業が外部環境の変化 に柔軟に対応するために,働 く個
人のキャリアが一企業の枠にとどまるものではな くなっている。 したがって,キ ャリアデザ
インについても,企 業と従業員との 「コ ・デザイ ン」(金 井 ・高橋2004)の 結果であると考
え られるようにな りつつある。人材開発や人材育成を行 う主体は,企 業の側だけでな く,個
人の側が仕事上必要な技能の向上を主体的に図ることや,専 門職 としてスキルを磨き場合に
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よっては転職 も視野にいれた技能形成を図るといったことにも注目が集まっている。
西尾 ・関(2006)は,一 つの組織内にとどまらず,専 門職 として技能を磨き独立 を視野に
入れた事例として,京 都の花街における芸舞妓の育成と,新 潟の酒造業における杜氏の育成
について取 り上げた。そ して,両 地域における人材育成の仕組みに関 して,基 礎技能養成に
おける制度的特徴を整理 し,複 数 の関係企業や団体 ・顧客が参加する,技 能 ・技術披露の
場 としての発表会や品評会の存在等を共通項としてあげている。地域産業では,西 尾 ・関
(2006)が 指摘するように,一 企業の規模や能力の限界から複数の事業者が連携をとり人材
を育成 し,地 域産業を支えるコア人材の輩出が図られてきた。個人が技能を主体的に育成す
る視点が重視される中で,こ のような地域産業の人材育成方法か ら学ぷべき点は,多 いと考
え られる。 しかし,Marsha11(1920)に はじま り,PioreandSabel(1984),Saxeniau(1994)
へ とつながる,地 域における産業集積の研究は,人 材の多様性 とその集積のダイナ ミズムを
指摘 しているが,既 存研究の多 くは,産 業 クラスターの経済上の意義に着 目するものが多 く,
この地域産業で継続的に行われている人材育成 に捨象 した研究の蓄積は必ず しも多 くない。
そもそも,地 域産業において,こ の地域だからこそという強みの源泉は,技 能 レベルの高
い人材が継続的に育成 されることによって,形 成されてい く。加護野(2007)は,① 技能者
の人材育成制度,② 経営者の育成制度,③ 長期的アウ トソーシング,④ 競争の促進 と制御と
いう4点 を地域産業のビジネスシステムを考察するための視点として提起 し,人 材育成制度
が地域産業における競争の促進 と制御に関連をもつ ことを指摘 している。地域産業において
技能の後継者 ・地域産業の新 しい担 い手 として育成された人材が独立 し,新 規事業者 として
地域産業に参入するときには,既 存の市場に競争を引きこすことが想像できる。その結果,
地域産業に新たなイノベーションが起こされ,産 業そのものが活性化することもあるだろう。
しかしなが ら,過 度な競争が生 じ,複 数の事業者が疲弊 し産業の活力が奪われる場合も考え
られる。 したがって,継 続的に地域で産業 として認知 され活力を有 している地域産業では,
技能を継承 し人材を育成 しなが ら過度な競争の抑制を両立 し,地 域産業の裾野の広 げ,イ ノ
ベーションが生 じることにつながるための何 らかの工夫がなされているであろう。長期的に
競争力を有 している地域産業を取 り上げ,人 材育成 と競争が どのように制御されているのか
との関連性を探求することは,地 域産業の今後を考えることへの貢献だけでなく,個 人が主
体的に技能を磨 くことと組織の人材育成 との関連を考えるうえでも,大 きな示唆を得ること
ができるといえよう。
本稿では,上 記の問題意識に基づき,人 材育成 と競争の制御が どのように行われているの
かを,全 国の他の地域の花街が衰退する中,350年 以上継続する京都花街の事例と,幕 末の
開港時から海外の文化を積極的に取 り入れ,洋 菓子を新 しい地域産業 として確立 し,阪 神淡
1)路大震災か
らも復興 し全国的に知名度 も高い神戸スウィーツの事例を通 して示す。
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2京 都花街の事例
2.1京 都花街 と調査概要
京都花街は350年 以上の歴史を持つ伝統文化産業であり,こ こで従事する芸舞妓たちは,
日本舞踊 ・邦楽の演奏など伝統文化技能を身につけ,そ れを顧客に披露するサー ビス ・プロ
フェッショナルである。京都の5つ の花街(祇 園甲部 ・先斗町 ・上七軒 ・宮川町 ・祇園東)
2)
には,2008年3月 現在,舞 妓 と芸妓をあわせて約300人 がお り,芸 舞妓の総数は最近十数年,
横ばいからやや増加の傾向で推移 している。また,芸 舞妓希望者は,意 欲はあるが伝統文化
芸能については経験のない,京 都以外の出身者の若 い女性たちが約9割 を占めている。西尾
(2007)に よると,京 都花街での花代(芸 舞妓のサー ビス売上)の 総合計が,近 年増加 して
お り,事 業規模が縮小 した東京や大阪などの花街 と異な り,産 業 として活力を有 している。
10代半ばか ら20歳 くらいまでの芸舞妓志望者は,置 屋と呼ばれる,芸 舞妓の育成と彼女た
ちのプロダクション機能を持つ業者に住み込み,育 成される。約1年 間の育成期間ののち,
年齢に応 じて舞妓か芸妓 としてデ ビューし,数 年間は置屋に住み込み継続的に育成をされつ
つ仕事をし,そ の後独立自営の芸妓になる。京都花街には,芸 舞妓の育成のための学校があ
る。女紅場(に ょこうば)と 呼ばれるこの学校は,お 茶屋業組合,芸 妓組合,歌 舞会などか
3)
ら構成される複数の事業者からなる産業共同体によって運営され,芸 舞妓が現役である限り,
年齢や経験年数にかかわらず学校に在籍する生徒である。学校では外部の伝統文化技能専門
家(家 元など)を 講師として招き,専 門基礎技能教育を安価にかつ継続的に受けられること
を可能にしている。また,芸 舞妓経験者がお座敷芸など,現 場独特の技能に関しては,講 師
4)
をつ とめている。京都観光のコンテンツの一つ として有名な都をどりなど京都花街で開催 さ
れる春や秋の踊 りの会は,こ の学校の発表会である。
本稿では,京 都花街の産業共同体の関係者へのインタビュー調査と,お 座敷等の参与観察
調査を研究方法としている。 この両者の調査には,数 十人以上の調査協力者がいるが,こ の
中で,主 要情報提供者(majorinformants)は16人 である。 この主要情報提供者 にはイ ンタ
ビュー調査を複数回実施するとともに,参 与観察のなかでも複数の協力者か ら繰 り返 し話を
聞 くことができた。インタビュー方法は,質 問項 目をあらかじめ決めておくが,場 合によっ
ては主要情報提供者の語 りに合わせて,自 由に聞き取 りを行 うという半構造化イ ンタビュー
の形式で行 った。また,記 録 されたデータは研究 目的以外には使用 しないこと,個 人名が特
定される場合には仮名などによって表記することを主要情報提供者に書面 と口頭で伝えた上
で,イ ンタビューは行われた。インタ ビューの内容は,主 要情報提供者の許諾を得て音声に
録音 し,そ の後すべてテープか ら文字形式に変換された。録音の許諾が得 られなか った主要
情報提供者のインタビューは筆者のメモを基に記録にまとめられた。このイ ンタビュー調査
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と並行 して,主 要情報提供者のお茶屋での参与観察を2001年4月 ～2007年12月 まで実施 した。
このほかにも,各 花街が一般の参加者を募る行事や,花 街関連の日本舞踊の家元主催の踊 り
の会などに参加 し参与観察記録を作成 した。
2.2技 能形成と花街共同体メンバーの関係
芸舞妓のキャリア ・パスの初期の数年間には,彼 女たちが住み込む置屋の経営者(お 母さ
ん),顧 客の窓口で芸舞妓に仕事 を発注するお茶屋の経営者(お 母 さん)と 育成責任者であ
る特定の先輩芸妓(お 姉さん)が 技能形成に大きく関わっている。
親代わ りで もある置屋のお母 さんは,京 言葉,立 居振 る舞い,花 街の慣習など,芸 舞妓 と
してやってい くための基礎 となることを,生 活をともに しなが ら教える。お茶屋のお母さん
はお座敷 という仕事の現場での芸舞妓の技能の評価をしなが ら,助 言を与える立場である。
一方,お 姉 さんは,技 能育成の現場責任者であ り,OJTに ついて育成 と指導の責任を持つメ
ンター的な役割を果たす存在であ り,花 街の産業共同体の中で,こ の擬似姉妹関係は現役で
ある限り続 く重要な関係性である。
置屋のお母さん と育成責任者 となるお姉 さんとの関係は,芸 舞妓が現役である限り続 くも
ので,芸 舞妓が独立 したあ とも,緊 密な連携を持つ。芸舞妓の仕事はお座敷で複数の人間が
技能を発揮することが多 く,お 姉 さん との密なつながりを持つことは,新 人にとっては,ス
ムーズにお座敷で能力を発揮す ることにつながる。また同じ置屋に所属 した先輩 ・後輩は置
屋のお母 さんを要 として緊密な姉妹関係を持 ち,直 接的な育成責任は有 しないが,お 座敷の
現場で同席 したとき,技 能発表の機会の踊 りの会などでは,文 字通 り姉妹のように支えあっ
ていることが,現 場の調査か らもインタビューか らも確認された。
2.3置 屋の変更の禁止
芸舞妓志望者は,置 屋で住み込みの修業生活をするが,ど の置屋に所属するか一旦決める
と,そ の後他の置屋への変更が禁止である。Aと いう置屋にBと いう志望者がやってきて育
成が始まったあとで,Bが ここにな じめず,舞 妓としての素質が高いと周囲は認めて も,他
の置屋へ移 ることはできない。京都 には,5つ の花街があるが,同 一花街 内だけではな く,
他 の花街へ移 ることも禁止 されてお り,置 屋 と芸舞妓の志望者とのマッチングにもし問題が
あった場合は,一 旦置屋に入った後 は,芸 舞妓志望者は芸舞妓になることをあきらめるしか
方法がない。 これは,せ っか く伝統文化産業の担い手 となる有望な新人の育成機会を減 じ,
芸舞妓志望者にとっても,置 屋側にとっても,デ メリットが多いように思われるが,慣 習 と
してかたくなに京都花街では守 られている。
最近では,芸 舞妓志望者の約9割 を京都以外の出身者が しめるようにな り,置 屋側にとっ
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ては,芸 舞妓になることの文化的地域的な知識の乏 しい新人を受けるいれることが当た り前
になっている。そのため置屋側の工夫 として,芸 舞妓の志望者を夏休みなどに短期間受け入
れ,そ こで自分が育成されることに十分に理解を促 したうえで,実 際に置屋で住み込みの修
業をはじめるか どうかを志望者に考えさせることが多い。 また,置 屋側 も志望者の芸舞妓へ
の適性を見極める機会として活用 している。置屋の側にとっては,未 成年者を住み込みで長
期間育成す ることは非常に責任が重 くかつコス トがかかるため,10代 半ばの少女たちが,あ
まり深 く考えずに舞妓になりたいと志望 してきたときには,住 み込みでの育成のシステムと
数年後には置屋から独立 し芸妓になることを十分 に説明し,今 後の修業の厳 しさと選択 した
結果のキャリア ・パ スを説明 し理解させるように している。
事前に体験を経験 し,説 明を十分に聞き,納 得を したと本人が言 っていても,住 み込みの
修業期間中に現実の芸舞妓の育成過程の厳 しさに直面 し辞める志望者は多い。 ここ数年は特
に芸舞妓志望者がふえ,体 験への参加者 も多 く,よ り適性のある志望者を選べる状況になっ
てきたといえるが,置 屋側の芸舞妓育成のためのコス トは,必 ず しも安 くはなっていない。
この状況の中,従 来か らある置屋変更禁止の業界内のルールは,置 屋の育成コス ト上昇を抑
える役割を持つようになっている。ある特定の置屋で無理だと判断 した志望者が,業 界内を
移動す ることを可能にすると,育 成者側にとっては,育 成期間中の志望者の他の置屋へ転出
をさけるために,育 成指導を厳 しくすることを控え,同 業者間でより芸舞妓になることに適
性の高い志望者を引き抜 くなど,芸 舞妓の育成の質を競 うことの低下や無駄なコス トが発生
してしまう。志望者が一つの置屋に留 まり修業を続けることが,志 望者の置屋変更禁止のル
ールにより促 されているが,お 母 さんと相性がよくない志望者にとっては,周 囲か ら適性を
期待され本人にやる気があっても非常に厳 しい結果をもた らすこともあ り,個 人的にみて同
情すべき事情が発生する事例がないわけではない。 しか し,住 み込みでの育成のため,1年
に2人 か3人 までの受け入れが精一杯で,育 成 した芸舞妓にかけたコス ト回収 にはデビュー
後が3年 ほどはかかるなどといわれ,投 資回収率がそれほどよいとは思えない育成業者の置
屋の質を保つことに,置 屋変更の禁止は役立 っている。
京都花街はおもてなしを提供する産業であ り,顧 客満足度の多 くの部分は現場で接客をす
る芸舞妓たちの技能に負ってお り,京 都花街 にある置屋移動禁止のルールは文章化 された も
のではないが,業 界の競争力の源泉である芸舞妓の人材育成で大きな役割を担う置屋の経営
を支える重要なルールとな り,ひ いては他の地域 との差別化を促すことになっている。
2.4自 前芸妓
15歳で花街に舞妓 になるためにやってきた少女は,約1年 の仕込み と呼ばれる トレーニ ン
.」論".一 ロ ロ_L■ht.二 」Llt_-bい 」」.PvD一 凱 ■T-・」L_曾 一Hr射 一tVJpワv(士 梱 ÷,ワ}P7
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ことは 「衿替え」 と呼ばれるキャリア上の大 きなポイントであるが,こ こでは舞妓のときに
要求 された日本舞踊の技能だけではな く,お 座敷で顧客をもてなす 「座持 ち」の技能を発揮
すること,ま た日本舞踊以外に,邦 楽(唄 や楽器の演奏)の 技能 も一定 レベル以上 であるこ
とが周囲か ら強 く求められる。 この時期,置 屋のお母さんや育成責任者のお姉 さんか らの指
導 もより高 レベルのものになってい く。芸妓 となることは,周 囲か ら技能 レベルが高 く一人
前として認められる基準であるが,さ らに芸妓として2年 ほどたつと,独 立 自営業者の自前
芸妓になり,置 屋から独立する。数年前に新人舞妓だった少女が,京 都花街 という地域産業
を形成する一つの新 しい事業者 となるのだ。
この自前芸妓になることは,置 屋の住み込みを離れ,文 字通 り住む場所 も,生 計も独立す
ることを意味する。 したがって,自 前芸妓になった以降は,自 分の花代で生計をたて,お 稽
古などの技能育成や,着 物などの設備投資 もすべて自分の裁量如何となる。
その結果,独 立後,周 囲の芸舞妓 との競争をより意識するようになる。お座敷は複数の芸
舞妓のプロジェク トチームでの業務であるため,複 数の芸舞妓が一度に技能を比較 される場
にもなる。 したがって,連 携 しなが らも相互に切磋琢磨することが日々要求 される。自分の
育成責任者のお姉さんや,自 分 と同じ置屋で育成 された姉妹関係 とは相互の技能や性格まで
もよくわかり,他 の芸舞妓 よりは緊密な連携プレーで力を発揮することができるが,一 方で,
相手の技能が良 く理解できているからこそ,よ り競争を意識するライバルにもなる。
ず
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京都花街では,芸 舞妓になって数年たち,周 囲か ら技能的に一人前と認められる頃に,初
めて妹を持つお姉さんになることが多い。20歳 前半でお姉 さんになる芸妓にとって,10代 半
ばの妹の育成責任を持ち,現 場でもまた日常生活で も何かと指導することは,非 常に負担と
なる。 しかも,妹 を育成することは,将 来のライバルを育てることになる。 自前芸妓にとっ
ては,時 間や金銭面での短期的な負担だけでな く,長 期的にも自分の地位を脅かす競争相手
の同業者,し かも自分のスキルを良 く知 った相手を育成することになる。
しか も,こ のお姉さんになることを断ることは,芸 妓を廃業することを意味するルールが
ある。妹をひき,お 姉 さんになることは,通 常周囲のお母 さん(置 屋やお茶屋の経営者)が
決め,お 姉 さんになる芸妓が自分の意思で決定することはできない。また,妹 となる舞妓も,
自分の姉になる芸妓の指名をすることはできない。育成に関わる姉の役割をひきうける芸妓
にとっては,複 数の事業者が育成責任者 と被育成者を決定 し,そ の関係性を維持するかどう
かが,自 分が業界で仕事を続けるかどうかを決める大きな岐路にす らなっている。 これは,
姉 になることを引き受けた若い芸妓たちにも明確 に意識 され,妹 がデビュー後3年 ほどたっ
て独 り立ちできるようになるまでは辞めるわけにはいかないと話す ことが多い。姉を引き受
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けることは,育 成責任者として京都花街 という業界への貢献 も期待 される存在 となることも
意味 している。
2.6名 前を返す
姉 になる芸妓にとって姉妹関係を結ぶ ことに関するルールは,将 来のライバルを育成す る
ことの負担をさせ るものといえる。 しかし,姉 と見込まれた芸妓は,妹 と予定 されている少
女の立ち居振る舞いなどが一定 レベル以下の時には,妹 として自分が引き受けることを断 る
ことはできる。置屋のお母さんは,姉 をひきうけてほしい芸妓にことわ られないように芸舞
妓志望者の基礎教育をする責任がある。
また,一 旦お姉 さんとなるとその妹 との関係性は,両 者が花街のメンバーである限 りは続
く強固な ものであるが,妹 が業界で認められないような不始末をすると,姉 からその関係性
を切ることができる。これは,「 名前を返す」と呼ばれている。姉は姉妹関係を結んだとき
に,妹 なる舞妓に自分の名前の中の文字を与えるが,そ の 「名前を返 して」(与えた文字を返
してほしい)と いうことは,姉 妹の縁を切るという意思表示である。そ して,名 前を返せと
いうことは,妹 にとっては姉と縁を切 られることであ り,そ の後は妹は使 っていた名前で花
街で芸舞妓として仕事をすることができな くなる。場合によっては,廃 業をすることもある。
一方的に姉に負担を課すような不文律であるが,姉 の側からすると,妹 を拒否することで
廃業に追 い込むことができ,ラ イバルとなる妹に自分が現役である限 りは,良 貯な関係を築
く努力をさせることもできる。実際に,名 前を返すことは,あ まり多 くはないといわれてい
るが,複 数のインタビューイか ら 「名前を返す」という言葉が聞き取ることができたという
ことは,姉 妹関係の拒否権というルールがあることが業界内で認知されていることがわかる。
その結果,姉 がプロジェク トチームの リーダーとしてお座敷を仕切 る場合には,妹 が能力を
精一杯発揮 しよう,姉 の助けになろうと仕事をさせることを促 している。複数の妹を育成 し
た姉は,○ ○筋,○ ○軍団な どとよばれるほど影響力のあるグループの形成をすることがで
き,長 期的に仕事を続けやす くなるメリッ トもある。
2.7不 文律の引き継ぎ
姉にとっては金銭的にメリットがないだけでなく,将 来のライバルを育てることを周囲が
求めることは不利益である。 しか し,現 場での育成貴任者がいないと,置 屋での育成だけで
は新人の現場での育成は十分 に目が届かず,京 都花街で十分な資質を持っ芸舞妓が育たない
ことになる。そこで,姉 妹関係の姉が面倒をみて育成指導する貴任を持つ姉 という存在が必
要 となり,そ の役割を引き受けることが業界内のメンバーになるためには必需 となる。その
姉が,ラ イバル育成の負担を負 うだけでなく,妹 か ら将来の競争で過度の圧力をかけられず
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に,姉 にとっても妹を持つことのメ リットが感 じられるような競争の制御のためのルール と
して この 「名前を返す」ことが存在 している。
また,妹 を引き受けることを頼まれて,置 屋における妹の基礎教育がきちんと行われてい
るときには,姉 は断 ることもできる。置屋側が育成の負担を軽減 し,姉 に通常以上の負担を
かけることをけん制す るためのルールもあるのだ◎ こうした,ル ールは,置 屋での住み込み
経験を通 じて,先 輩芸舞妓がどのように育成されていくのか,ま た妹を持つ経験を身近で見
ることなどにより,新 人 にもこの業界で独立自営業者の芸妓になるためには理解 しておくべ
きものとして自然と教育 されてい く。
現役の芸舞妓たちや芸舞妓経験者たち,置 屋やお茶屋の経営者たちは,こ の姉妹関係や親
子関係を軸に,情 報を共有 しイノベーションを起 こして,環 境変化の波にも適合 しようとす
る。たとえば,お 茶屋バーという手軽に花街の風情を楽 しむことができる業態や,イ ンター
ネ ットを通 じた情報発信なども当初は積極的に応援 されるものではなかったが,効 果がある
ことがわかると,花 街の産業共同体の親子や姉妹関係を通 じて広がっていく。
このように,京 都花街では,姉 妹関係に関連する業界の不文律が過去か ら引き継がれてお
り,現 在 も地域の人材育成 とその後の独立 した事業者間の競争を抑制するために機能 してい
る。つまり,人 材育成 と競争の制御のためのルールが,業 界全体で大切なものとして守 られ
ている。 しかも,明 文化 されていないルールは,住 み込みで育成 される育成過程の初期の段
階か ら生活の中で自然 と身についてい く。 その結果,京 都花街では,地 域産業の担い手の芸
舞妓たちの育成が継続 してお り,新 規参入 した芸舞妓たちも連携を もち,そ のつなが りを生
か して,地 域産業である京都花街をより活性化 しようという努力を続けている。
3神 戸スウィーツの事例
3.1神 戸スウィーツと調査概要
神戸洋菓子産業は,「 神戸スウィーツ」 というブランドイメージで今や全国で も知 られる
ようになっている。この神戸の洋菓子産業の発端は,神 戸港開港(1868年)ま でさかのぼる,
約140年 の歴史を持つ産業である。2007年 の洋菓子店の店舗数 は,神 戸市365・ 芦屋市31・ 西
宮市86で,こ の三市(人 口約210万 人)で 合計482軒 があり,ほ ぼ同じような人口(224万 人)
で好況である名古屋市の334軒 と比較すると,神 戸の洋菓子産業が地域産業として定着,発
展 していることが理解できよう。
本稿では,神 声の洋菓子業者を調査対象として,神 戸の洋菓子産業にまつわるアーカイバ
ルデータの収集 と分析 と並んで神戸の洋菓子業者に対するインタビュー調査を行 った。
アーカイバルデータは,神 戸の洋菓子業に関する歴史や事業者数や事業規模などの統計,
震災関連の資料といったものが分析の対象となっている。また,イ ンタビュー調査は神戸 に
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拠点をお く複数の洋菓子業の経営者,経 営幹部,取 引先,お よび業界団体を対象に実施 した。
洋菓子業者のインタビューに関 しては,全 国規模で展開する大手の業者から地元密着の中小
の業者 というように事業規模だけで業者を選択せずに,知 名度が高 く地元で信頼されている
多 くの業者を対象 とす るようにした。インタビューの調査期間は2004年11月 か ら2007年12月
であ り,調 査協力業者は洋菓子業者28社,取 引業者2社,業 界団体1団 体を対象に実施 した。
3.2独 立志望者の育成
いかなる商売で も事業でもそうであるが,自 分の店や事業の規模を拡大 したいと思 うのは
当然のことである。 しかし,そ のためには自分の労働だけでは不十分なので,労 働力を補 う
ために人を雇 う必要がある。雇う側は,労 働力 として人を雇 うが,作 業を円滑に進めてもら
うために教育を施さなければならない。スウィーツ業界であれば材料や配合,作 り方などケ
ーキづ くりに欠かせない文字化された情報であるレシピを教えなければならない。時には,
レシピだけでな くタイ ミングや感覚といった文字化できないことも伝承 しなければならない。
一方,雇 われた側,つ まり,ス ウィーツの業界に入ってくる人たちは,ほ とんどが将来独
5)
立を前提 としている。「将来こういうケーキをつ くってみたい」「こういう店をもちたい」 と
自分なりにイメージを描いて業界に入 って くる。そのため,修 行は自分が理想としている店,
あこがれている職人のいる店 に入る。修行においては,職 人(親 方や先輩)の 技術や技能を
身につけようと懸命に努力する。将来のビジョンを持っている人,つ まり,自 分で店を持 ち
たい という夢を持 っている人は,仕 事に熱心で,技 術習得 も早い。店を持つとい う夢が,仕
事への取 り組みに真剣 さをもたらせるのである。'
独立を前提 とした人を雇 うことは,競 合相手を生み出す ことになるため,雇 い主(職 人)
にとって脅威である。
神戸のスウィーツ業界においても,独 立を前提とした人を雇う。雇 った人にレシピや 「わ
ざ」の披露だけでな く,経 営のノウハウまで教えることもある。 もはや人を雇うことは労働
力としてではなく,人 材育成である。競合相手を生み出す ことになっても,人 材育成は地域
産業 として発達するには必要なことである。なぜな ら,継 続的に技術や技能を継承 して くれ
る複数の人材を育成 しなければ,業 界が活性化 しないからである。
独立を前提 とした人を育成することを可能に しているのは,神 戸のスウィーツ業界 に競争
を抑制するための不文律が存在 し,そ の不文律が維持できるような人材育成のシステムがあ
るか らである。
3.3不 文律の存在
高品質の味をつ くり続けるためには,職 人の再生産が不可欠である。職人の再生産は育て
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る側の職人 にとって難問である。単に技術の伝承が難 しいといっているのではない。それ も
容易なことではないが,そ の難 しさを克服 し,良 い弟子を育てることに成功すると,ま た新
しい難問が出て くる。つま り,す ぐれた職人をつ くると,強 力な競争相手をつ くることにな
って しまうという問題である。職人づ くりのためには,こ れらの新 しい職人が競争を激化 し
ないように競争を うまく制限することが必要である。
神戸スウィーツの職人たちは,厳 しい競争の中で自らの生き残 る道を探そうとしている。
それが産業イノベーションをおこしている。同業者が集積す る地域産業において過度な競争
を制御す るうえで重要な役割を演 じてきたのは,書 かれざるルールである。書かれざるルー
ルというのは,基 本的には修行 した親方の店のす ぐそばでは営業を しない,親 方 と同 じ商品
をつ くらないというルールである。 こうしたルールが存在 し,職 人がそれを守 ってきたため
に,職 人たちは競争 しながら共存す ることが可能なのである。そして,親 方 も安心 して職人
(弟子)を 育成することができるのである。
1980年 以降,数 多 くのスウィーツ職人の育成がなされ,彼 らが独立するにつれ,ル ールを
守 らない職人が時々でて くる。 しかし,こ れらのルールは法 に定め られたものではない。警
察や裁判所に訴えるわけにはいかないのである。
それであるにもかかわ らず,ル ールが遵守 されるのは業者の協力と職人間のネ ットワーク
である。職人間のネッ トワークは,職 場で協同 しあった縦の結束力であったり,コ ンテス ト
で知 り合 った りコラボという形で協同 しあっている横の結束力によるものである。職人ネ ッ
トワークの結束力の強さや情報は,業 者にも柔軟に共有 されている。そのため,職 人のネ ッ
トワークは業者に暗に圧力をかけることになる。食材供給業者だけではな く,店 づ くりにか
かわる業者,容 器や袋 を供給する業者は,ル ール違反をおか した職人には協力 しない。
神戸のスウィーツ業界には,多 くの職人が優れた 「わざ」をもっていると認める職人が輩
出されている。 しか し,実 力のある職人の店舗は,神 戸の繁華街のある中心地か ら離れた と
ころで開業 している場合が多い。こうなったのは,競 争制御システムが排除の論理 として働
いたためではないかと見ている。
もちろん,こ のような排除がプラスの効用を生み出すこともある。辺境へ追いやられた人々
6)
がイノベーションを促す という効用である。「麦踏」の効用 と似ている。
「麦踏」によって,さ らに強い職人がつ くられてい く。辺境でお客さんを集めるには,か
なり魅力的なコンセプ トが提案できなければならない。それは,素 材へのこだわ りであった
り,店 づ くりであった りする。「麦踏」のおかげで,容 易 に集客できる中心部の店 よりも,
魅力的な商品をつ くらざるを得ないのである。
こうした書かれざるルールの功罪の存在が神戸スウィーツというブランドをつ くったとい
える。
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3.4ラ イバルをライバルでな くす～弟子 とのネットワーク
3.4.1数 は力なり
弟子を育成 し,独 立させることのメ リットのひとつに,「数の力」が生まれることがあげ
られる。数の力 とは,数 が多ければ多いほど,自 分たちに利益が生まれる仕組みである。例
えば,材 料を注文するにして も相手業者が小ロ ット受注 に対応 していなかったり,少 量受注
のため割高であった りしたところを,数 店が共同仕入れすることにより,業 者に対する交渉
力の向上を狙 うことができるのである。
原材料の調達を考えるとき,弟 子の独立には特別の効果がある。弟子は親方のもとで修行
している間,ど のような原材料を用いているのかを知 り,そ れを使 ったケーキやお菓子づ く
りについて学んでい く。そのため,弟 子が独立 した際,最 初の間はほとんど同じ原材料を使
う。原材料の特質,使 い方,配 合,応 用の仕方など,す でにわかっているものを使うほうが
作業 しやすいからである。弟子にとっては,親 方にその原材料を自分の店にも入れて もらう
よう口そえしてもらえることは,大 きなメ リッ トである。商売を始めたときは,少 量受注 に
なるため,割 高になったりす るからである。それだけではない。商品として確かな ものを卸
して くれるという信頼があるからだ。
また,親 方にとってもメリットがある。弟子の店の原材料まで注文すると,注 文数の増大
になる。 そのため,値 段などの交渉には,弟 子が独立する前よりも優位な立場 に立てるので
ある。
3.4.2ト レン ド発信 の担 い手
神 戸の ケーキ職人 は,た いてい神戸 のケー キ職人(親 方)の ところで修行 し,そ の まま神
戸 に とどま って独立 している。親方 に とって多 くの弟子 が業 界 にと どま ることは,業 界の リ
ーダ ー的存 在 にな れる とい うメ リッ トがあ る。
ケ ーキは ファ ッシ ョンであ る。 フ ァッシ ョンは流行 とい う波 をつ くってや らなけれ ばな ら
ない。 フ ァ ッシ ョンであ る限 り,ト レン ド発信 は不可欠 であ る。 しか し,い くらよい アイデ
アによる商品 であ って も,一 店舗 で売 り出す だ けで は,決 して流行 らない。 トレン ド発信 に
は限界が あ る。 そ こで,複 数 の店 で同 じ種類(「 ムース」系,「 チ ーズ」系,「 チ ョコ レー ト」
系 な ど)の 商 品を売 り出す こ とでブー ムをつ くるの であ る。同 じ職場 で共有 した ものの考 え
方 を もった職人 同士であれ ば,ト レン ドとな るような商 品づ くりはよ り容易で あ る。 職人 は,
弟子 が独立 し,親 方 ・弟 子 とい う関係 か ら職人仲 間 とな るこ とで,ケ ーキの トレン ド発信 を
担 うことが でき るのであ る。
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3.5競 争優位に耐え うる育成の しくみ
3.5.1技 術のダイナ ミックな伝承
技術の伝承というのは,古 い技術をそのまま受 け継 ぐことをいうのではない。時代の変化
に合わせて,よ り自分な りに技術を練 り上げてい くことも必要である。このような伝承をダ
イナ ミックな伝承 と呼ぷことにする。神戸スウィーツが生き残 ってきたのは,職 人たちがダ
イナ ミックな技術伝承をうまく行 うことができたためである。
例えばA店 の職人は毎日全てのお菓子の味をチェックしているという。 自分の味はまだ完
全なものではない,毎 日来て くれるお客さんの顔を思い浮かべて絶えず新 しい味を追求する
というのが,A店 の職人の職人精神である。また,B店 にあるチ ョコレー トの半生菓子は,
今はなくなった店のお菓子を受け継いでいる。B店 の親方が弟子に託 したお菓子である。 し
か し,B店 の職人は師匠か ら技術を受け継ぎながらも,彼 独 自の工夫がなされている。一見
は先代のお菓子かどうか見分けはつかない。 しかし,一 口食べてみると,ス ポンジの 「きめ」
が異なり,B店 の商品の方が今の時代で流行 っているしっとりとした食感である。こうした
お菓子づ くりをB店 の職人 は 「僕のお菓子は進化 し続けている」という。単に師匠から受け
継 ぐだけでな く,絶 えずとどまることな く,よ り自分 らしい ものを創る彼の気持ちが小 さな
洋菓子にこめ られている。
神戸スウィーツは,職 人によって守 り抜 くべきものは伝承されつつ,職 人が現状に満足せ
ず最高の洋菓子をつくり続けるという職人気質と職人技の結果として生み出されたのである。
3.5.2複 数の職人から 「わざ」を身につける
今 日,レ シピの公開は当たり前のこととなっている。それは,洋 菓子 とひとことでいって
も,ケ ーキ,焼 き菓子,ク ッキー,ビ スケッ ト,チ ョコレー トなど細かく分ければき りがな
いほどの種類のお菓子が存在 しているか らである。そうした状況から,親 方はく子 〉が自分
の店をやめて,自 分の人脈や卸業者 と全 く関係ない他店で修行 しても,他 店か ら自分の店に
来て修行 しても気にしない。また,レ シピの情報が他店で漏れたとしても何 ら問題 としてい
ない。職人にとっての本当のレシピは身につけた個人の 「わざ」である。
7)
職人はく子〉が独立 した とき,自 分とよい意味での競合相手になるよう自分と同 じものは
つ くらせないように育成する。そのためには,独 創的な商品づくりができる 「わざ」を身 に
つけさせなければならない。
そこで,職 人はまず,職 人が長年かかってつ くりあげた 「わざ」は,〈 子 〉に 「自分がた
とえ親方と同じものをつ くったとしても,そ の商品は決 して親方には及ばない」 ということ
を実感させるのである。職人はそうした 「わざ」を事あるごとにく子〉に披露する。それは,
何十個 というケーキづ くりにおける安定 した商品の提供や新 しいお菓子づ くりのときのひ ら
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めき,接 客の際の何気ない会話か らお客 さんか ら情報をっかむ能力,そ して,商 売人 として
お客さんを満足させる経営能力である。そうした 「わざ」によってつ くられるスウィーツに,
〈子〉は職人 と同 じものをつ くるのではな く,新 しい別の ものをつ くろうという意識がうえ
つけ られるのである。
しか し,ど んなにす ぐれた職人(親 方)で あって も,弟 子に独創的な 「わざ」を身につけ
させる場合,自 分 だけの 「わざ」では不十分である。また,職 人であるが,自 分が職人 とし
て 「わざ」を教えるよりも,経 営者となって資金を調達 し,経 済的に後押 しをした り,自 分
のもっている人脈 を利用 して他の職人に育成 して もらうほうが弟子 にとってメリットがある
と考えている職人 もいる。職人は自分の もつ職人ネットワークによ り複数の店舗,複 数の職
人のもとでお菓子づ くりや店の経営について経験させ る。 もちろん,〈 子〉が修行 したい職
人のところへ行 くために店をやめていくのも本人の自由である。
とにか く,職 人(親 方や先輩)は く子〉に多 くの職人のもとで修行をすることでさまざま
な個性的な 「わざ」を習得することを促す。 自分は何が得意なのか,何 をメインにつ くって
いきたいのか,ど ういう職人 にな りたいのかを見極めてもらうための配慮である。
神戸のスウィーツ業界には,身 近に複数の職人の 「わざ」を見ることができ,習 得 しよう
と思えばいくらでも習得できるシステムが存在 しているのである。
3.6ル ールを守 らせる文化の醸成
神戸のある有名なケーキ屋さんヘインタビュー したときの話である。その店は複数出店 し
ていたが,す べて同じ店の名前だった。 ところが,一 店舗だけ名前が違ったので,そ のこと
を尋ねた。す ると,職 人はその土地には店は出 していないという。
「……みなさん,そ うおっしゃるんです よね。……名前を変えて店を出しているって。そ
の店が開店 した当時だったん じゃないかな……いつもいらっしゃって くださるお客さんが,
『○○(に ある)の 店(B店)に も行 ってきたわよ』 と言われましてね。そのときは何のこ
とをおっしゃっているのかわか らなか ったんです。ええ,今 では私 もその店のことは知 って
います。行 ってみて私 自身も驚きました。……でも,こ の店とは関係あ りません。」(A店 の
職人さんへのインタビューより)
職人は 「この店と関係はない」 といったが,そ の店の職人はA店 で修行 していたのは確か
である。なぜ 「自分のところで働いていた」「うちの店か ら独立 した」 と言わなかったのか。
A店 の職人は,自 分の店で修行 した人たちの話をしたがらないのではない。独立 した他の職
人さんのことには話をはずませてくれた。 また,今 現在,店 で修行 している人たちについて,
やがてここか ら独立 して,自 分たちの店を もつ ことを前提として,仕 事をしてもらっている
とはっきり述べた。 しか し,B店 の職人を 「弟子」ではないと言い放 った。 どういう要因が,
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彼を 「弟子」 とは呼ばないのだろうか。
実は,B店 は開店当時,誰 もがA店 と間違えるほどの店であった。店の外観や中の雰囲気
をは じめ,お 菓子の形にいたるまで,A店 をイメー ジす るものであった。 また,包 装紙や リ
ボンの色合い,店 の名前のロゴもA店 と名前 こそ違 っても,字 体までほとんど同じだった。
B店 を知ったときの職人の驚きは大きかったようだ。A店 の職人は他の神戸の職人 と同様,
弟子を将来独立 させるために育成 している。職人として共存共栄できるように,そ して何よ
りも顧客を失望 させない独創性 のある店づ くりができるよう 「わざ」を身につけさせている
のである。そのため,そ れを裏切るような行為があった場合,職 人はそういう裏切 った人を
弟子 とは認めないのである。
しばらくして,B店 はまった くといっていいほどA店 の名残が見受 けられな くなった。職
人が変わったのではないかというほどである。そして,現 在は繁盛 している。A店 が法的に
訴えたのではない。強制的につ くりかえるような指示を したのでもない。
実は,B店 がA店 の支店ではないことを知った顧客によるけん制が行われたのである。A
店 との関係を知 った顧客はしば らくの間,B店 に出入 りしな くなったと聞いている。顧客は
自分たちを独創的なお菓子づ くり,店 づ くりによってもてな してくれる職人は心から応援 し
ている。誠心誠意,真 剣にもてなすことに取 り組んでいる職人に対 しては,そ れを評価 し,
8)
顧客とな って応えている。そのため,自 分を裏切 った職人の商品は買わない。地元の顧客が
不文律を守 らない ものに対 して制裁を与えるのである。
これに気づいたB店 の職人は,親 方 と同 じものをつ くるのではな く,新 しいものをつ くり
はじめた。お客さんをひきつけるにはい くらすばらしい親方のものであっても独立 した限り
は独自の ものでなければならないと悟 ったのである。
神戸には,地 域に根付いた産業が伝承 しなが らも,う まくイノベーションができるように
業界やそこに関わる業者だけでなく,地 域全体に地域産業を活性化 していこうという文化が
醸成 しているのである。
4分 析 結 果
京都花街 と神戸スウィーツ,二 つの事例を通 していえることは,こ れらの事例が,矛 盾 し
た二つのことをうまくやりぬ くことができたから継続的に競争力を維持できたということで
ある。その一つは,伝 統的な技術を伝承 しながらも,イ ノベーションを行って時代の変化に
対応 してきたこと。 もう一一つは,技 術を伝承す る職人の間に適度な競争を維持 しなが らも,
それが過剰な競争にならないようにしてきたことである。京都花街の事例のように被育成者
が置屋を変えることを禁 じる,神 戸スウィーツの事例のように育成者の商品の模倣や近隣地
域での出店を禁 じることで,育 成者の地位が脅かされるのを防ぎ,業 界内の複数の育成者が
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過度の競争を懸念することな く,人 材育成できるような地域産業独 自のルールが存在する。
こうしたことが成 り立つために,5つ のポイン トを本稿では分析結果 として提示する。
4.1独 立を前提とした人材育成
京都花街の芸舞妓たちも,神 戸スウィーツのケーキ職人たちも,比 較的若い年齢で専門知
識を身に付けるために特定の組織に入る。数年以上の現場での経験を経て,ほ ぼ一人前 と認
められてから,舞 妓の場合は芸妓とな り,独 立 自営業者 となり,ケ ーキ職人の場合は,開 業
資金の目処がつ くと独立することが多い。ただ,す べての被育成者が独立するわけではな く,
芸舞妓の場合は,接 客業 としてのスキルを生か して他のサービス業に転職するものも多 く,
ケーキ職人の場合も,組 織内にとどまった場合 は,多 くは店舗をまかされるなど幹部社員へ
のキャリア ・パスを選択することになる。
これ ら2つ の事例は,全 く異なる地域産業ではあるが,専 門職 として組織内に留まること
が前提のキャリア ・パスではな く,専 門職の技能がある一定以上になると,他 の組織に移動
する,も しくは自営業者 として独立することを明確に前提として,新 人はこの業界に参入 し
ている。そして,育 成側 もそれをわか ったうえで人材育成を しており,ラ イバルを育成す る
ことが周知の事実として育成者に理解されている。
4.2ラ イバルを育成するメリット
地域産業にとって,複 数の新 しい担い手が次々に現れることが,産 業そのものの活性化 に
なるが,育 成側の当事者にとっては,独 立することを視野にいれた被育成者のスキルがあが
ることは,将 来自分の存在を脅かす ことに もなる。 したがって,新 人を受け入れる時点から,
将来育成者の側(芸 舞妓の場合は姉になる芸妓,ケ ーキ職人の場合は親方)は,自 分の将来
のライバルを育成することを了解 しながら,育 成 に携わっている。 しか も,技 能伝承の過程
で自分の持てるものを教える,あ るいは被育成者が自然に見習って真似て覚えることは,育
成者の有する地域産業の中での技能の強みを将来のライバルに転写することにな り,自 身の
競争優位性が,相 対的に低 くなる可能性も萌芽 している。
こうしたジレンマの中で,育 成者が被育成者 を円滑に育成 しているメ リットが共通のある
ことを指摘できる。それは,育 成者が被育成者 を複数育成することで,業 界内で一定の地位
を持つことができ,業 界に影響力を有することである。
神戸スウィーツの事例では,弟 子が独立することで原材料業者への仕入れ交渉の優位性が
生まれること,あ るいは トレンドを発信す ることにつながることといった連携をする同業者
の 「数の力」のメリットをあげることができる。京都花街の事例からは,姉 が複数の妹を育
成することで,お 座敷の場でより顧客満足度の高いチームプレーを発揮す ることができ,自
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分の業界内での地位安定になることが指摘できる。
4.3イ ノベーションを起 こす
地域産業にとっては,新 しい技術の担い手が,業 界で継続的に育成 され独立 していくこと
は,地 域産業のイノベーションを起 こすことにつながっている。
神戸スウィーツでは,ト レン ドを発信す るために複数の事業者が連携 し,結 果として神戸
の洋菓子産業が,神 戸スウィーツというブラン ドイメージの確立につながってもいる。また,
京都花街では,お 茶屋バーやインターネッ トの情報発信が産業共同体の関係を通 じて広が り,
新 しい顧客を呼び込むことになっている。またそうした努力の結果が,京 都花街の舞妓が全
国の観光客を魅力 し,活 力ある地域産業としての地位を確立することができている。
4.4書 かれざるルール
地域で産業全体 において,共 有されている価値基準によりこの不文律がな りたち,そ れを
技能育成の過程で学んでいくのだ。つまり自分が技能を身につけながら,地 域で開業 した と
きに,地 域全体の競争力構築へも貢献する人材育成が行われている。
もちろん,彼 女 ら・彼 らはその不文律の理解によってのみ,地 域産業の内部で評価される
わけではないし,こ れ らの有無,あ るいはその高低だけで技能が測られるわけではないが,
そのルールの理解 に基づ く,事 業者としての努力が地域産業の品質の向上と需要の拡大につ
ながって くる。
4.5ル ールを守 らせる文化の醸成
2つ の事例での 日本の地域産業には,継 続 し競争力を伸ばしてい く過程で,新 人 に技能を
育成 し一人前 として育ててい く過程,複 数の事業者が集積 し競争 しなが らもイノベーション
を起こしてい くための文化的な了解がなりたち共有 され,そ れらに関する言語化 しにくいレ
ベルの格差が理解されている。言い換えれば,言 語化が困難な暗黙知的であり,か つ文化的
なコンテクス トに依存 している不文律を理解するのである。
そ して,理 解が図 られるがゆえに,地 域産業の過度な競争が制御されるようになるのであ
る。
5お わ り に
京都花街 と神戸スウィーツの二つの事例か ら,地 域産業における人材育成において,産 業
の新 しい担い手として育成 された人の独立を認めつつ,事 業者間の過度の競争を制御 し,地
域産業の裾野を広げイノベーションを起 こしていることが指槽で去る.
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これは,① 独立を前提 とした人材育成,② ライバルを育成するメリッ ト,③ イノベーショ
ンを起こすためのつなが り,④ 書かれざるルール(不 文律),⑤ ルールを守 らせる文化の醸
成,と いう5つ のポイントが地域産業 に共通 して発見できるときに生 じていることを,発 見
事実 として提示することができる。
本稿で発見できた事実 は2つ の事例からのものであ り,今 後 は他の地域産業で も同様のこ
とが指摘できるか どうか,ま た5つ のポイン トのつなが りはどのようになっているのかどう
かを,今 後の研究課題 としたい。
注
1)洋 菓子 とは主 としてヨーロッパのお菓子 のことをさす。神戸の洋菓子店で販売されているお菓
子 は和の要素を含んでいるものが多 く,一 般的にいわれている洋菓子 とは一致 しない。そのため,
洋風の甘いものという意味か らスウィーツということばが適切であると考え,本 稿では洋菓子で
はな くスウィーツを用 いている。
2)2008年3月31日 現在,舞 妓の人数は100人 を越えており,1965年 以来最多 となっている。
3)西 尾 ・関(2006)は,地 域産業で複数の事業者や関係団体等が連携 して人材育成することを明
らかに し,こ うした人材育成の関わる地域産業のメンバーの関係性を産業共同体(コ ミュニティ)
と呼ぷ。
4)祇 園甲部の都をどり・宮川町の京おどり ・上七軒の北野をどりは毎年4月 に,先 斗町の鴨川を
どりは毎年5月 に開催 され る。なお,祇 園東の祇 園をどりは毎年11月 に開催 され る。
5)独 立を前提 としながらも,入 店 した先で 自分の適性 を知 り,幹 部社員 として残 る職人 もいる。
6)こ の 「麦踏」 とい う意味であるが,も ともと秋まきの麦類を栽培する場合 に,冬 の間に行 う作
業である。麦は茎や葉ばか りが成長す ると,根 の発育 までまわらない。そこで,ま だ成長をはじ
めていない状態のときに,麦 を上か ら踏みつける。そうすると,麦 は折 り曲げ られ,傷 つけ られ
るため,一 時的に茎や葉の成長を止める。 しか し,そ の結果,株 の発育が良 くな り,寒 さ,特 に
霜害に対 して強 くなる。そ して,麦 の根元を踏むことで枝葉が増え,実 の付きがよ くな り生産量
が増えるのである。つまり,初 期の痛めつけが将来の繁栄を導 くのである。
7)雇 われ人 のことである。職人とどのような関係 をつ くってい くかにより,労 働力だけの場合 も
あれば,い ろいろな 「わざ」を継承 してもらえる弟子 となる場合 もある。
8)客 は一時的な消費者 も含 むが,顧 客 とは継続的な消費者をさす。
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